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令和6年度自主防災組織のリーダー育成のための研修教材等
テーマ３ 「避難所の運営を円滑に進めるには」
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指導用教材を活用した
効果的な研修実施のヒント

宮﨑賢哉

一般社団法人防災教育普及協会教育事業部長
社会福祉士



2024©Kenya MIYAZAKI 2

防災教育の三観点と行動の関係性

◯ 知らなければ、行動できない。
→最低限の「知識・技能」がなければ行動に
至ることがない。

× 知っていれば、行動できる。
→ 「知識・技能」だけでは行動に至らないことも多い

（例：備蓄や避難の必要性は知っているが、何もし
ていない、しようとしないなど）。

◎ 知っているし、行動もできる（している）。
→ 「知識・技能」を活かす方法を理解しており

（「思考力・判断力」）、かつ行動に移す意欲
（「学びに向かう力」）がある。

体験・共感・納得、きっかけ等が必要
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研修や教育訓練の”ワナ”と対策

指導者が入れたい「水の量」と
学習者が受け止められる「水の量」には差がある
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研修や教育訓練の”ワナ”と対策

参加者の立場や目線、疑問などを意識し
「入れたい水」をできる限り絞り込む
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自治体職員の皆さんに「期待」すること、「知ってほしい」こと

【期待】
自主防災組織のリーダーになりたい、なってほし
い方々に「◯◯◯市の避難所開設・運営で皆さん
に期待すること」を具体的に伝え、期待が実現
されるような研修を実施して欲しい。

そのために・・・

【知ってほしいこと】
◯ 実践経験や事例に基づく、既存教材の要点
◯ 参加者の行動を促すアプローチのコツ・工夫
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効果的な研修を行うための「質問」

問）皆さんの自治体では自主防災組織
リーダーに「避難所開設・運営」で、
何を期待しますか。

問）期待することを実際に行動してもらう
ためには、どんな知識や経験が必要
だと思いますか。
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効果的な研修を行うための「質問」

自主防災組織リーダーに避難所開設・運営
で期待すること

例）・開設時にリーダーシップをとれる
ようになって欲しい

・運営時の様々な課題の解決に率先
して取り組んで欲しい 等
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効果的な研修を行うための「質問」

開設時のリーダーシップや運営時の課題
解決に取り組むために必要な知識・経験

例）・避難所開設で、まず自主防災組織
リーダーにとって欲しい行動。

・避難所運営で特に課題となることと、
課題の予防策(事前準備)及び対応策。

等
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目次

１．導入 ～事例と教訓～
２．既存教材の要点と事例紹介

３－１）避難所の開設・運営
３．研修で活用可能な関連教材
４．まとめ
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目次
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３－１）避難所の開設・運営
３．研修で活用可能な関連教材
４．まとめ



2024©Kenya MIYAZAKI 11

避難所運営で率先行動できる人材育成研修の事例と教訓

アクティブシニア講座における避難所設営訓練 専門学校と連携したペット防災講座

中高生と住民が参加する防災士養成講座 学校と地域が連携した研修＋レイアウト作成
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避難所開設訓練等の実例を示し、行動の具体化を

避難所（医療救護所）開設・運営における避難者対応や衛生管理

「知っている」だけでは、意見や考えを持つことは
できても「行動する」ことができない(難しい)。

研修で示す、伝える内容について、
各自治体（避難所）ではどのように
訓練または準備しているのか、あるい
は実際に対応したのかを具体的に示す。
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意欲のある若い世代にも研修の機会を提供

防災士養成講座に中高生が自主的に参加 地域住民と避難所運営を学ぶ（埼玉県行田市）

・多様な背景を持つ避難者に対応
するためには運営側も「多様性」
が必要。

・中高生や女性が積極的に研修や
訓練等に参加できるような工夫
（内容や広報など）をする。
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市販教材等も活用し、レイアウトや空間配置を検討

図上演習でレイアウトを作成 実働訓練で空間配置や避難者対応を検証

施設や状況によって適切なレイアウトや空間配置は
異なるため「テンプレート」だけでは対応が困難

市販の教材や、避難所想定施設の
図面を用いたレイアウトや空間配置
を検討する。
※学校、公民館、指定管理者等、該当
施設の職員も参加していることが
望ましい。
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目次

１．導入 ～研修や教育訓練の”ワナ”～
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経験則に基づく避難所開設・運営に求められる人材

① 「率先行動」ができる(指示待ちにならない)人。
② 様々な課題に対し、周囲と助け合いながら

対策や対応を行うことができる人。
③ 避難所運営に関わるルールを整理し、避難者等

に分かりやすく伝えられる人。

既存教材を活用し「何を」「どのように」
伝えれば、効果的な研修になるのかを解説
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資料3-5_0301 p.5-7の伝えるべき「要点」

★避難所開設・運営の前提に
は「避難行動」がある。

★避難場所、避難所、福祉避
難所、在宅避難などのキー
ワードの理解が必要。
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事例：「避難」が示す行動を整理する

あちこちに避難という言葉が出てきて分かりにくい。
自主防災リーダーとしては、何をすればいいのか。

まず「命を守る(避難)行動」を最優先し、安全が確
認できたら「暮らし守る行動」にご協力ください。

（講師研修資料例）

・命を守る「生存避難(行動)」と、
トイレ、食事や水、寝場所などの
“暮らし”を守る「生活避難(行動)」
に分類し、具体的な行動を明示

・災害時要配慮者支援(資料3-5_0302)
とも関連

避難所の開設・運営は
「命を守る行動」の先にある
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• 災害時にとるべき行動、避難所と
避難場所の役割の違いを理解し、
適切な行動をとりましょう

１．災害時にとるべき行動
- まとめ -

よくある質問
ポイント



2024©Kenya MIYAZAKI 20

事例：「自分がその場にいたら」をイメージしてもらう

「適切な行動」っていうけどさ、我々は自主防災組織
リーダーとして具体的にどこで何をすればいいの？

安全確保や避難誘導、救助・救出協力の後、最寄り
の指定避難所等で開設・運営にご協力ください。

（講師研修資料例）

・参加者個人が、自分
の行動をイメージ
できるように整理

・それぞれの場面での
行動を説明

情報を提示するだけ
でなく「行動」と
結びつけていく
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参考：災害対応サイクルの考え方

避難所の開設・運営の前後にある時系列や
主な対応を図式化
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参考：災害状況を想像する力を身につけよう(ワーク)

防災教育普及協会ホームページからダウンロード(.zip)可
https://www.bousai-edu.jp/info/download/saigaizyoukyou-zip/

（教材紹介）
・地震発生直前～数カ月後までの
自分や周囲の状況を想像して、
ストーリーを書いていく

・避難所運営への協力や、災害ボ
ランティア活動など、テーマを
決めて書いていくこともできる

研修後に行うことで、学習
内容の成果確認ができる

https://www.bousai-edu.jp/info/download/saigaizyoukyou-zip/
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資料3-5_0301 p.10-13の伝えるべき「要点」

★避難所運営の担い手として自主防災組織（リー
ダー）の協力が必要。

★開設要否は市区町村が判断してからが原則。
ただし避難者（自主防災組織リーダー）のほうが
先に避難所に来ることも想定される。

★避難所の開設前には「安全点検」が必要。
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事例：原則と実態とのすり合わせをする

地震の場合は、行政の判断より先に避難者が来るはず。
行政の連絡を待ってからでないと何もできないのか。

あ避難スペースの安全が確認できるまでは、施設職員の指示に従い、待機や誘導にご協力をお願いします。

（講師研修資料例）

・初動期は行政機能の低下が
想定されることも説明。

・そのうえで自主防災組織
リーダー（住民）に協力
してもらうためには、
実態に合わせた行動の提示
が必要。

参加者から指摘や質問
が想定される内容は、
返答を明確にしておく。
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事例：施設の安全点検のポイントを知ってもらう

避難所指定公民館における研修で安全点検のポイントを確認（東京都杉並区

杉並建設防災協議会の安全点検紹介動画作成に協力

「安全点検」をどのようにするか
を具体的なポイントを例示しなが
ら説明

→避難所開設・運営訓練などで
安全点検を行っている様子を
写真や動画で紹介する 等
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資料3-5_0301 p.14-18の伝えるべき「要点」

★地域住民の暮らし方、被害の状況は多様である。
（世代、性別、ペット、障がい、全半壊等）
★安心して避難所に留まるためには「空間の確保」
が必要である。

★関係者で話し合いながら対応することが重要。
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事例：図面を使った具体的なシミュレーションを導入

場所を決めるのが大切なのは分かるが、学校の教室等
を勝手に使ってよいのか。トラブルにならないか。

あ学校等の避難所運営訓練や協議会に参加し、配置について事前の話し合いをリードしてださい。

（講師研修資料例）

・学校等の図面を提示
・可能であれば学校の教職員、
管理職等も一緒に検討

・想定される課題についての
配置について話し合い

学校や公民館等と連携
が不可欠であることを
研修を通して伝える
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資料3-5_0301 p. 19-22の伝えるべき「要点」

★「避難者の多様性」をその場で把握するためには
受付時の情報収集が必要。

★効果的、効率的な情報の集約のために「避難者名
簿」を活用する。

★受付時に把握した課題については、具体的な対応
がその場で求められる。
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事例：指定の書式を使った受け入れ演習

生きるか死ぬかで逃げてきて、名簿なんて書いてもら
えるのか。名簿の準備や管理は誰が行うのか。

あ◯◯市の書式を地域の方々や学校関係者と共有し、いざという時の対応を日頃から話し合ってください。

（講師研修資料例）

・各市区町村の所定の様式を
用意して、実際に記入して
もらう。

・前述の空間配置と連動させ、
受付名簿に応じた誘導や
物資管理導線をイメージ。

研修で避難者カードや
名簿の様式に積極的に
触れてもらう
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資料3-5_0301 p. 23-26の伝えるべき「要点」

★不特定多数の人が共同生活をするため、最低限の
ルールがなければトラブルが起きやすい。

★ルールには「避難所全体共通ルール」と「共同生
活上のルール」の２種類がある。

★事前にルールや対応を決めておくことが望ましい。
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事例：私たちの避難所ルールを考えてみよう

ルールが必要なのは分かったけど、それは行政が予め
決めておき、守らせるべきものじゃないのか。

あ市のマニュアル等でのルールは最低限なので、現場の状況に応じたルール作りにもご協力ください。

（講師研修資料例）

・まず知ってもらうルールを
１０個程度にまとめてみる。

・なるべく具体的で、多くの
人に理解してもらいやすい
内容を整理してみる。

施設ルールと生活ルール
が混じってしまいやすい
ので、適宜フォローする

場所や配置の指定などは
「施設ルール」
生活時間などは柔軟に変える
「生活ルール」
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資料3-5_0301 p. 27-29の伝えるべき「要点」

★「在宅避難」、「車中避難(泊)」など避難所外で
も支援を必要とする被災者がいる。

★被災者への支援は原則として「平等」であるべき
だが、一定のルールのもと「公平」な支援も必要。

★感染症対策は前述の空間配置やルールの中で
想定しておく。
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事例：平等なルールと公平なルールの違いを伝える

在宅の人と家が全壊の人、病気や障がいがある人、
みんな同じ支援では困る場合もあるのではないか。

あ被災された方の特性や状況に応じて、ルールを設けたうえでの個別支援も必要となります。

（講師研修資料例）

・おなじ「ルール」でも平等
か公平かで扱いが異なる。

・要配慮者等へ個別支援を行
うことは、生活上の課題に
対する「公平」な支援。

トラブルを避けるために
行政としての判断と現場
の対応を整理しておく。
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（参考）新型コロナウイルス避難生活お役立ちサポートブック第4版

全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）
https://jvoad.jp/wp-content/uploads/2021/08/2021_covid19_supportbookver4.pdf

https://jvoad.jp/wp-content/uploads/2021/08/2021_covid19_supportbookver4.pdf
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• 避難所運営の中心的役割を担うために、
安全確認やルールの設定等の必要性
を理解しましょう

２．避難所の開設・運営
- まとめ -
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まとめ

• 災害時にとるべき行動、避難所と避難
場所の役割の違いを理解し、適切な
行動をとりましょう

• 避難所運営の中心的役割を担うために、
安全確認やルールの設定等の必要性
を理解しましょう
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３．研修等で活用可能な関連教材

静岡県作業所連合会・わ
https://swa-shizuoka.or.jp/4891

https://swa-shizuoka.or.jp/4891
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３．研修等で活用可能な関連教材

防災教材活用ガイドチャート（防災教育普及協会）
https://www.bousai-edu.jp/info/download/bousaikyouzaiguide/

https://www.bousai-edu.jp/info/download/bousaikyouzaiguide/
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目次
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まとめ

◯研修参加者に伝えたいことを絞り込む。
◯主催者（自治体）として、参加者に
避難所開設・運営で何をして欲しいのか
具体的に示す。

◯参加者から想定される疑問や意見には、
予め自治体としての見解をまとめておく。

◯既存マニュアルや書式、市販の教材等の
素材、訓練の機会を最大限活用する。
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